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新技術を活用したＩｏＴサービスで
さらなる付加価値の創出へ
さまざまなモノがインターネットにつながるＩｏＴ（Internet of Things）は、
企業にとって新事業創造のチャンス。
関西電力もグループ会社などと共同で新たなＩｏＴサービスに乗り出している。
開発プロジェクトに携わった若き技術者たちの活動を追った。

34
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メーターと無線子機左から小林、小野田、佐藤

無線親機 機器の検査

事業化に向けて、
毎日ミーティングを実施

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
開
発
も
担
当
し
た
Ｉ
Ｔ
分

野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。
今
回
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
を
加
速
す
る
に
あ
た
り
、
検
討

を
行
っ
た
。

　
「
岩
谷
さ
ん
か
ら
の
相
談
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
過
程
で
多
様
な
分

野
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
へ
の
期
待
の
高
さ
を
再
認
識
し
た
。

ま
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
適
し
た
技
術
も
次
々
と
出
て
き

た
の
で
、
今
、
取
り
組
ま
な
い
手
は
な
か
っ
た
」

規
格
を
一
か
ら
考
え
る

　

こ
う
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
乗
り
出

し
た
関
西
電
力
は
、
ま
ず
グ
ル
ー
プ
会
社
の
エ

ネ
ゲ
ー
ト
と
共
同
で
双
方
向
通
信
に
対
応
す
る

無
線
機
器
の
開
発
に
着
手
。
担
当
し
た
の
は

Ｉ
Ｔ
戦
略
室
通
信
技
術
グ
ル
ー
プ
の
小
林
直

樹
。
電
力
保
安
用
の
通
信
業
務
を
皮
切
り
に
ケ

イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
の
技
術
開
発
部
門
を
経
験

後
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
室
に
戻
り
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
技

術
を
検
討
す
る
役
割
を
任
さ
れ
た
。

　

今
回
開
発
し
た
機
器
で
採
用
し
た
L
o
R
a

方
式
は
、
下
り
通
信
の
規
格
が
標
準
化
さ
れ
て

お
ら
ず
、
活
用
例
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど
な
い
。
新

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
大
き
な
強
み
に
な
り
得
る

半
面
、
技
術
開
発
に
未
知
の
要
素
が
多
く
な
る
。

　
「
岩
谷
さ
ん
か
ら
は
検
針
値
の
取
得
率
な
ど

具
体
的
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る
仕
様
を

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
一
か
ら
考
え
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
が
多
く
苦
労
し
た
。
し
か
し
自
分

が
考
え
た
仕
様
で
機
器
が
開
発
さ
れ
、
お
客
さ

ま
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に
や
り
甲

斐
の
あ
る
仕
事
」

　

既
に
Ｐ
ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
幾
つ
か
課

題
も
見
え
て
き
た
と
い
う
小
林
は
、
実
運
用
に

向
け
た
機
能
増
強
に
意
欲
を
見
せ
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
新
設

　

技
術
開
発
に
目
処
を
つ
け
た
関
西
電
力
が
、

次
に
取
り
組
ん
だ
の
は
事
業
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
。

事
業
主
体
を
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
と
し
、
基

地
局
設
置
か
ら
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

　

関
西
電
力
か
ら
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
へ
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
あ
た
り
、
17
年
２
月
に
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
を
組
ん
で
協
議
を
始
め
た
が
、

新
事
業
へ
の
ベ
ク
ト
ル
は
必
ず
し
も
当
初
か
ら

一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
、
と
小
野

田
は
顧
み
る
。

　
「
こ
の
と
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の

多
く
は
他
の
仕
事
を
受
け
持
ち
な
が
ら
で
の
参

加
だ
っ
た
。
一
方
で
、
新
規
事
業
検
討
は
ス
ピ

ー
ド
が
肝
要
。
そ
こ
で
、
た
と
え
短
時
間
で
あ

っ
て
も
全
員
で
毎
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

た
。
お
か
げ
で
課
題
解
決
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
一
体
感
が
生
ま
れ
、

事
業
化
へ
の
弾
み
が
つ
い
た
」

省
電
力
・
双
方
向
の
長
距
離
無
線
技
術

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
紙
面
を
賑

わ
し
、
各
企
業
は
い
ち
早
い
市
場
化
を
め
ざ
し

て
し
の
ぎ
を
削
る
昨
今
。
関
西
電
力
と
グ
ル
ー

プ
会
社
の
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
は
、
日
本
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
共
同
で
新
た
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
を
開
発
。
２
０
１
８
年
度
の
本
格
展
開
を

め
ざ
し
、
導
入
効
果
検
証
を
目
的
に
Ｐ
ｏ
Ｃ

（
概
念
実
証
）
サ
ー
ビ
ス
を
今
年
７
月
か
ら
開

始
し
た
。

　

今
回
開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
省
電
力
・
長

距
離
通
信
可
能
と
い
う
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
適
し
た
無

線
通
信
技
術
と
し
て
注
目
を
集
め
る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ

（Low
 Pow

er W
ide A

rea

）
を
採
用
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
一
般
的
な
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
無

線
通
信
機
器
は
上
り
通
信
に
し
か
対
応
し
て
い

な
い
が
、
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
で
は
下
り
通
信

に
も
対
応
す
る
L
o
R
a
方
式
の
無
線
通
信
機

器
を
開
発
し
、
こ
れ
を
活
用
。
省
電
力
・
双
方

向
で
の
通
信
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
の
遠
隔
検
針
・
遮
断
弁
の
制
御
を

は
じ
め
、幅
広
い
分
野
で
の
導
入
が
期
待
で
き
る
。

　

デ
ー
タ
収
集
・
分
析
に
は
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
の
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
デ
ー
タ
の

保
存
容
量
等
の
迅
速
な
変
更
も
可
能
。
ま
た
関

西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
施
設
等
に
通
信
基
地
局
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
よ
り
低
コ
ス
ト
で
屋
外
・

広
域
で
の
デ
ー
タ
収
集
・
遠
隔
制
御
を
可
能
に

し
た
。

遠
隔
検
針
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ

　

関
西
電
力
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
乗
り
出

し
た
の
は
15
年
末
。
ガ
ス
事
業
の
パ
ー
ト
ナ

ー
・
岩
谷
産
業
か
ら
相
談
を
受
け
た
の
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。

　
「
岩
谷
さ
ん
は
当
時
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
メ
ー
タ

ー
の
遠
隔
検
針
を
始
め
て
い
た
が
、
コ
ス
ト
が

高
い
、
通
信
も
不
安
定
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
、

『
関
電
さ
ん
、
何
か
解
決
策
は
な
い
で
す
か
？
』

と
。
そ
の
頃
既
に
当
社
は
５
０
０
万
台
以
上
の

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
導
入
、
遠
隔
検
針
の
実

績
が
あ
る
の
で
、
そ
の
知
見
を
活
か
せ
な
い
か

と
い
う
ご
相
談
だ
っ
た
」

　

振
り
返
る
の
は
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
室
情
報
通
信
事

業
推
進
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
小
野
田
哲
也
。

入
社
以
来
、
10
年
近
く
、
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ

ム
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
新
サ
ー
ビ
ス
立
ち

上
げ
な
ど
に
携
わ
る
一
方
、
関
西
電
力
で
は
ス

LPWA無線技術を活用したIoTサービスの特長

広域での
データ収集に対応

データ分析

LoRa方式＊

遠隔での
機器制御に対応

サービス提供範囲 ①通信端末（子機）、センサーの提供　②最適なネットワークの構築　③データ収集
④収集データの分析・見える化

「モノ」
（センサーなど）

データ

制御

データ

遠隔制御

データ

制御データ
通信端末

（無線子機）

＊LoRa（ローラ）方式：Long Rangeの略。米国のLoRa Alliance団体が推進する通信方式。低消費電力、長距離通信という特長を持ち、双方向通信（上り・下り）が可能。

通信基地局
（無線親機）

データ
収集・分析

お客さま

インターネット
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＝
第
一
環
境
）、
ビ
ル
管
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

（
同
ア
ド
ダ
イ
ス
）
で
も
Ｐ
ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
始
め
る
が
、
ほ
か
に
も
自
治
体
の
イ
ン

フ
ラ
監
視
・
制
御
、
田
畑
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
高

齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
の

活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
ビ
ル
管
理
か
ら
一
歩
進
め
、
省
エ
ネ
に
つ

な
が
る
見
え
る
化
・
制
御
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
れ
ば
、
お
客
さ
ま
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
、

関
西
電
力
の
事
業
と
の
親
和
性
も
高
い
。
イ
ン

フ
ラ
分
野
で
も
、
例
え
ば
道
路
法の
り
め
ん面
に
端
末
を

設
置
し
、
地
滑
り
を
監
視
・
検
知
し
て
自
治
体

に
知
ら
せ
る
な
ど
、
近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然

災
害
の
被
害
軽
減
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
け

る
」

　

ニ
ー
ズ
は
確
実
に
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
駆
け

足
で
事
業
化
を
め
ざ
し
た
い
と
い
う
佐
藤
の
言

葉
に
大
き
く
頷
き
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
性
を
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
最
大
課
題
、
と
小

野
田
は
締
め
括
る
。

　
「
単
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
上
位
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
も
含
め
、
お
客
さ
ま
の
コ
ス
ト
削

減
や
価
値
創
造
に
貢
献
し
、
我
々
と
し
て
も
収

益
を
生
み
出
し
て
い
く
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
ニ
ー
ズ
と

ビ
ジ
ネ
ス
性
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
本
格
展
開

に
つ
な
げ
た
い
」。
３
人
は
頼
も
し
い
笑
顔
を

見
せ
て
胸
を
張
っ
た
。

　

今
年
６
月
末
、
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
は
Ｉ

ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
統
括
す
る
新
組
織
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
サ
ー
ビ
ス
構

想
当
初
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
佐
藤
恭
弘
が
専
任

メ
ン
バ
ー
と
し
て
同
社
に
出
向
。
佐
藤
も
、
電

力
保
安
用
の
通
信
業
務
、
シ
ス
テ
ム
開
発
、
ケ

イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
で
の
技
術
開
発
を
担
当
す

る
な
ど
幅
広
い
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
時
に
迅
速
な
電
力
復
旧
を
目

の
当
た
り
に
し
た
経
験
か
ら
、
災
害
対
策
に
も

関
心
を
持
つ
。

事
業
化
へ
の
道

　

佐
藤
に
託
さ
れ
た
の
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
導
入
分

野
を
拡
げ
、
多
様
な
技
術
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を
束

ね
つ
つ
本
格
展
開
に
持
ち
込
む
こ
と
。
岩
谷
産

業
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
遠
隔
検
針
・
遮
断

弁
制
御
の
Ｐ
ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
続
き
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
遠
隔
検
針
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
先

LPガス遠隔検針用機器の
取り付け作業

田畑モニタリング

水道検針
下水道監視

ビル内の
温湿度管理

駐車場監視
空きスペース管理

土砂災害
水害監視

海水温度
塩分

道路・
橋梁監視

街灯監視

事故探索 通学生徒の
見守り

設備監視

高齢者の
見守り

ガス検針

降雪監視

工事現場
足場・安全管理・心拍・気圧

水害監視
河川水位・増水・氾濫

活用事例

2025年国際博覧会を
大阪・関西へ

題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
今号のテーマは「イノベーションと成長戦略」です。楠木建さん、
関孝則さん、吉村慎吾さんにお集まりいただいた［鼎談］では、
変革の時代における企業の成長戦略のあり方とイノベーションに
ついて考えるとともに、続く［オピニオン］では、「意義」「エネルギー」

「原子力」というイノベーションをめぐる各側面について識者・専門
家に提言をいただきました。
エネルギー事業者ももっとイノベーションを、との声を受け、［かん
でんFocus］では生き残りを懸けて継続的･自律的にイノベーショ
ンを巻き起こせる企業グループへの変革戦略を訊くとともに、［現
場力⤴最前線］では、新技術を活用したIoTサービスの開発プロ
ジェクトを取り上げました。
イノベーションが必要なのは企業に限りません。地域も日々新しい
テーマに挑むことが活力を生み出します。［旬発NIPPON］では、
日本遺産認定を機に忍びの里として地域活性化に挑む甲賀を訪
ね、知られざる忍者の世界を紹介しました。また［Person］では兵
庫県たつの市でお洒落な医療靴づくりにチャレンジしている若き
靴職人にスポットをあてました。
視点を変えることがイノベーションへの第一歩。見上げれば高く
なった空に新たな始まりの予感を抱きつつ、新しい『躍』をお届け
します。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／松倉克浩　編集人／近藤賀彦
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

今号の取材は2017年8月8日までに実施したものです。


